
１．概 要
第8回検討会は、新たに作成したコンテンツ（五ヶ瀬流域における想定最大規模の被害イメージ）の紹介とタイムライン二次案の確認の場

とした。実際に映像を見ながら場面ごとの行動内容を参加者に考えさせる形式とした。３つのスクリーンを使って、刻々と変化する被害イ
メージ映像に合わせてタイムライン二次案の行動項目を表示させ、場面ごとで五ヶ瀬川ポータルサイトを活用をリアルタイムランで紹介した。

２．実施状況
○日 時：
令和元年6月10日（月）13:30～15:00

○場 所：
延岡市消防本部2F 視聴覚室

○出席者 ：
宮崎地方気象台、宮崎県庁河川課、延岡土木事
務所、東臼杵農林振興局、延岡市、延岡警察署、
延岡市消防本部、陸上自衛隊、九州電力株式会
社、宮崎ガス株式会社、株式会社NTTフィール
ドテクノ、九州旅客鉄道株式会社、宮崎交通株
式会社、旭化成株式会社、社会福祉法人延岡市
社会福祉協議会、延岡市防災推進員、宮崎県立
延岡病院、西臼杵支庁、五ヶ瀬町、高千穂町、
延岡河川国道事務所

関係機関約60名参加

３．議事内容
１．開会／挨拶
２．これまでの経緯について
・水防災意識社会再構築ビジョンにおける
五ヶ瀬川タイムラインの位置づけ

・五ヶ瀬川タイムライ検討会の経緯について
３．議事
・五ヶ瀬川タイムライン二次案について
・五ヶ瀬川流域における被害イメージについて
・今後の予定について

４．質疑応答
５．総括
６．閉会

②総括 村上先生（座長）
平成17年台風14号の災害から15年がたつが、幸いその間に当時の規模を超える水害

は起きていない。今回、想定最大規模の降雨に対するタイムライン二次案を設定したこ
とで「想定を超えた」という言い訳は通じない。タイムライン二次案が作成された次の
段階としては、それぞれ各機関の行動内容をどう充実させていくのかが求められていく。
（例えば、避難であれば障碍者の避難や避難所内での要配慮者への行動内容など）
本検討会を通じてある程度のイメージが出来たと思うので、ぜひ次はその中身を少し

ずつ充実させていくということを皆様にお願いしたい。そうすることで、最初に掲げた
地域ぐるみの被害の最小化、速やかな社会システムの回復といった目標に近づける。そ
の目標に向けて総力をあげていただきたい。

４．主な意見・コメント等
①あいさつ 副所長
本検討会では、タイムライン二次案と新たに作成したコンテンツを紹介し、関係機関

の防災力向上と今後のより良いタイムラインの構築に向けてたフォローアップになれば
と考えている。本検討会を通じて各機関が顔の見える関係を構築することで連携強化を
図り、確実に事前の防災行動が遂行されることで市民の安全が確保されること、またそ
の行動が今後も引き継がれていくことが大事であると感じている。
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